	会議名
	2024年度　全国自立援助ホーム協議会運営役員会　第3回

	日時
	2024年　6月12日（水）13：30～17：25
	場所
	オンライン（zoom利用）

	出欠

敬称略
	出：串間・川口・本間・前川・赤坂・江頭・鎌原・合木・國分・関口・恒松・野原
　　内藤※調査研究委員会より

	
	欠：

	〇会長挨拶
・OODAループについて情報提供。


	１，全国大会について

	○九州福岡大会
・進捗共有。
・分科会なしパターンで検討してきたが、議論重ねる過程で分科会の希望が増えている。
　分科会ありだと会場費が100万円程増額。
・最大値点参加費8,000円×350名＝280万円。懇親会費10,000円×250名＝250万円。
計530万円。
・総会で承認された予算から大幅な変更を役員会のみで認めてよいものか。増額するならば何らかの形で会員ホームに諮った方がよいか。
・大会場を間仕切りして開催できる規模の分科会にしてはどうか。
・2日目に分科会を予定した方が、会場設営がスムーズか。
・次回実行委員会に本間さん、鎌原さん、必要であれば恒松さんも加わり役員会の意向や決定伝える。意思疎通をスムーズにされたい。
○大阪大会（30回記念大会）
・ドーンセンターが会場として適切ではないか。近くにホテルニューオータニもあり、懇親会も設定しやすい。
・万博が～10/13なのでそれ以降から11月中旬且つ、他団体の大会日程と被らないように企画。
・翌年の全国大会開催ブロックからも実行委員へ参加ができると有効か。


	２，対面での委員会交通費について

	・広報委員会が9月上旬に東京で対面での委員会開催を予定。協議会から交通費の負担はあるか。

⇒交通費に関しては協議会が負担。
⇒旅費交通費規程の策定が必要。



	３，若者支援団体3団体合同政策提言案・こ家庁予算要望について

	・提言案の確認と予算要望時の報告。
・ホーム長専任配置について、管理者（ホーム長）以外に2.5人の職員配置ができるように要望されたい。3団体の提言からはホーム長専任配置の要望は外す。
・医療費補助は修文のみでよいため、要望しやすいだろう。



	４，各委員会より

	○三役
・協議会の法人化に向けて、ワーキンググループを立ち上げて検討進めてはどうか。
　本間さん、赤坂さん、江頭さん、関口さん　※あり方検討委員会ではない。
・議論はディベート形式で行ってはどうか。
○制度政策
・委員会報告。

・予算要望時には調査研究委員長の同席も有効と思われる。
・企画案（トークセッション）について。
⇒承認。会員ホームへの案内は事務局より。
・ハンドブックについて、写真やイラスト、挿絵等を載せることも検討中。
○調査研究
・委員会報告。

・統計調査…2025年度調査に向けて、松本氏、永野氏らと検討中。
　　　　　　設問はなるべくシンプルにしたいが、個票調査を再開するか検討中。
　　　　　　労働環境についても調査が必要か。
・実践事例集…原稿集約中。執筆を辞退するホームもあり。
　　　　　　…今後、困難事例についても調査が必要。
○研修
・委員会報告。
・女性スタッフ研修について報告。
・東日本スタッフ研修（7月18,19日　於：岩手県盛岡市）

　講師から謝金（20,000円）は交通費込みで構わない旨、連絡あり。
・西日本スタッフ研修は同内容とは限らず。
・会員ホームへアンケート調査を実施したい。結果については役員会でも共有されたい。
・会員ホームに実践報告会についてのアンケートを実施。
○広報
・委員会報告。委員の変更あり。
・茶話会を2025年1月と3月に開催したい。
・全国大会後に座談会を予定。謝金について協議されたい。
⇒研修講師と同額程度で良いのではないか。

・HP保守について検討されたい。保守契約はしつつ、変更については都度支払い。
○事務局
・ブロック長会議（6/13）について確認。
会費徴収方法、ブロックの助成金や編成について協議。
　活動計画を共有する等して、活動頻度や充実度が高まると良い。
　会計監査を置くことを依頼されたい。

　徴収金額をブロック毎の設定に任せるのは時期尚早か。労務費含めて、今後ブロック長　　会で協議が必要。

・ハンドブック（想い編）について
　執筆依頼済。対象9ホーム。
・物販サイトについて。
　変更を検討中。
　自立援助ホームの絵本の販売について相談あり。


	次回
	　日時：2024年　7月10日(水)　13:30～17:00　場所：オンライン


